
公共交通不便地域対策（砧モデル地区）
の取組みについて
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１．実証運行（デマンド型交通）について
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●これまでの検討の経緯

デマンド型交通は…

●運行ルートに縛られず、乗降地点を設置できる
→区民ニーズへの細やかな対応、高齢者の外出促進などの波及効果
→企業協賛金などの支援も期待できる

●定時定路線型の課題であった、混雑時間帯の乗りこぼしや一部運休時間帯等に対
応できる

砧地域を
モデル地区に
選定

「定時定路線
型」の需要予
測アンケートを
実施

「デマンド型」の
需要予測
アンケートを
実施

アンケートの
集計・比較・
分析

「デマンド型交
通」に運行形
態を決定

検討開始 決定
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・募集方法：公募型プロポーザル
・募集期間：令和４年１０月２１日～１１月１４日
・応募数 ：一般旅客運送事業者２社
・選定方法：世田谷区砧地区デマンド型交通実証運行業務委託プロポーザ

ル審査委員会による書類審査

●運行事業者の選定

運行事業者に東急バス株式会社を選定



5

ⅰ）実証運行期間 令和５年５月～令和６年４月
※運行実績を分析評価し、実証運行継続（最大３年
間）の判断

ⅱ）使用予定車両 ワゴン車１台（１０人乗り）
ⅲ）運行時間 午前８時３０分～午後６時
ⅳ）運行日数 週３日（月・水・金）
ⅴ）運 賃 大人（中学生以上） ３００円

小児（小学生） １５０円
未就学児 無料
高齢者（７０歳以上） １００円

ⅵ）予約方法 電話または専用ウェブサイト

●実証運行概要（予定）

※車両イメージ
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●運行区域・乗降地点候補地

乗降地点候補地（３０箇所程度）の地先の方々と交渉中。今後位置等を含め変更の可能性がある。

A 祖師ヶ谷大蔵駅
B
C
D 三本杉
E 砧町
F
G
H
I 美術館

バス停留所の名称

山野小学校

NHK技術研究所
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●三者連携での取り組み

連携・協力 世田谷区東急バス

地域・協議会
（体制イメージ）

乗って支える
利用促進ＰＲ活動

安全運行
運行管理

運行支援
運行に関する
協議・調整
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●目標数値等

状況に応じた改善策状況に応じた改善策抜本的見直し抜本的見直し 実証運行の目標数値実証運行の目標数値

平均利用者数３５人未満／日、
収支率２０％未満

平均利用者数３５人未満／日、
収支率２０％未満

平均利用者数９０人/日
（１年間で１４，０４０人、
収支率３０％以上）

平均利用者数９０人/日
（１年間で１４，０４０人、
収支率３０％以上）

平均利用者数６０人以下／日、
収支率２５％未満

平均利用者数６０人以下／日、
収支率２５％未満

改善の見通しが立た
ない場合は、運行形
態変更を含む抜本
見直しを検討する。

改善の見通しが立た
ない場合は、運行形
態変更を含む抜本
見直しを検討する。

状況に応じた改善策
（日数、運行曜日、料
金等）を検討する。

状況に応じた改善策
（日数、運行曜日、料
金等）を検討する。

この目標数値を

区民、運行事業者、区の三
者で共有し、利用促進に努
めることとする。

この目標数値を

区民、運行事業者、区の三
者で共有し、利用促進に努
めることとする。



２．今後のスケジュールについて
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10２．今後のスケジュール（予定）

令和６年度

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

調
整
・
各
種
手
続
き
等

地
域
連
携

令和４年度 令和５年度

PRチラシ
全戸配布

運行計画の周知
（地域向け説明会含む）

地域公共
交通会議
（協議）

実証運行中の検討
（協議会や運行事業者と連携し、運行実績を分析評価）

※適宜、地域公共交通会議で進捗等をご報告

地域と連携した利用促進策
（定期的に協議会等を開催し、運行改善策を検討）
※適宜、地域へニュース等の発行で進捗等をご報告

・関係機関との調整
・乗降地点候補地の地先交渉
・運行計画の詳細調整

申請手続き 実
証
運
行
開
始


